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  ■  日本シリーズ  阪神の優勝 おめでとう。歓喜がこだまする嬉しい関西の秋に 

■  11月 深まりゆく秋 コスモスの秋  点描 

 ■ 今月の神戸新聞コラム「正平調」ほか 気になるニュースより 

 収録1.   国際情勢は厳しい混乱の時代に  今月神戸新聞 朝刊コラム「正平調」他 気になった記事から転記 

  収録2. 文珍さんの落語的見聞録 「時間をかける旅が一番 リッチ」 

  収録3. 関西決戦の日本シリーズに関西は大盛り上がり  日本シリーズによせて これぞ野球!! そして関西人 
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コロナがやっと収束して、夢膨らませたホストコロナの新時代  

でも 今まで目にしたことがないことばかり。そんなことが一機にふきだしたコスモスの秋。 

世界や日本そして地球規模で 良くも悪しくも世の中が一機に動き出しましたが、「日本が取り残されている」と

感じる今日この頃。日本のみが成長路線を描けず、募る行き先不安。 

なんといっても、地球の危機・戦渦・核戦争が我が身にも直接降りかかる恐ろしさ 

でも 秋の自然と触れ合う心地よさと嬉しい出来事も色々あり。 なんとかならぬのか・・・・と。コスモスの秋 

１１月の HP 更新作業に 集めた新聞・インターネットニュースなどを見ながら、思いつくままコスモスの秋を

メモりました。 

 

■11月1日諸聖徒日(諸魂日) 日本的に言えば、キリスト教徒のお盆・墓参り。 

11月になると毎年 先に逝った仲間や知人に思いを馳せつつ、この１年を振り返る「私の秋送り」。  

庭の野路菊の花も咲きはじめたので、まもなく 丘全体が真っ白な野路菊の花に包まれる横尾山腹の丘に登り、 

周囲を眺めつつ、多くの人に思いをはせての一年のわが身を振り返る。 

 今年は１１月になっても夏日が続き、野路菊の花はまだこれから。 

 



 

■ 関西の秋にうれしいニュース セの阪神・パのオリックスの阪神なんば線日本シリーズ 

     阪神の優勝 おめでとう。関西は大盛り上がり。歓喜がこだまする嬉しい関西の秋に 

 

 ■ コスモスの秋 毎秋を明るくしてくれるコスモス  

    真っ青な空とともに見上げるコスモスが好き。 毎年出かける加古川西岸志方の郷。 

各々の里が休耕田に作る自慢のコスモス畑巡り。どこまでも広がるピンクのコスモス畑。 

秋の風に心地よく身を震わせるコスモスに出会えました。今年は亀岡市の夢コスモス園へにも 

    でも、田園地帯の里が作る休耕田のコスモス畑も新型コロナの4年を経て今年は2か所に減少。 

    みんな年を取り、世帯交代がむつかしい時代につづけてほしいなぁ・・・・と。 

 



 

■ 渡りの蝶「アサギマダラ」の渡りの道 今年もアサギマダラの飛来確認できました 

    須磨海岸に立ち並ぶ西六甲西端の山々に飛来する渡りの蝶「アサギマダラ」 

    今年も横尾山・旗振り山の藤袴の花の上で乱舞する姿が見られました。 

  また、TVを眺めていて、知ったのですが、信州 北アルプス 乗鞍岳の尾根を越える上高地乗鞍林道（スー 

パー林道）にある標高1662mの峠白樺峠では この時期 大空高く舞い上がった「鷹」が何羽も群れて南 

へ渡ってゆくのが見られ、カメラを持った多くの人が押し寄せるという。。 

ここにも渡りの道がある。それも 大空高く「鷲」が渡る。みたいなぁ・・・・と。 

 
■ 仲間と一緒に続いてきた神戸ゆかりの落語家「桂福丸・そうば 二人会」 

パルモア寄席・喜楽館と場所は移り、今は一般の人も 

多くなり、若手・新人の時から、次々と賞もとり、 

新しい取り組みも次々と。 

福丸さん「三十石」そうばさん藤沢周平作「踊る手」   

に挑戦。取も務める押しも押されぬ立派な中堅看板。 

落語会の後の新開地一杯飲みも楽しみ  

今もうれしい落語会。 

また三宮で仲間営む串焼き店で続ける故郷仲間のホーム 

グラウンド“栄太郎 元気かい” もうれしい。  

今を元気に。 



■ 年寄りのつぶやき “ぶつぶつぶつ” 

 何でもかんでも現実から目をそらし、その場しのぎ。行動せず、模様眺めの日本。  

     世界の場に出た政治家たちの姿には日本の方向が見えぬ。まるで参加するのに意義をもとめるかのよう 

     マスコミもまた「公器」を口にするが、あからさまな忖度が見え、目にする若者たちまで・・・・ 

     世界で 幼い子供たちまでもが、生きることに立ち向かっているというのに……  

     TVなどに違和感を持つことが、多くなりました。 

     どこにそれをぶつけたらいいのか……・何か変な日本。 

     世界の若者が日本で発見するリフレッシュ日本の数々。びっくりマナコで見る。 

 

     資源のない日本の成長が止まる中、老齢人口の急増・物価高・成長産業の衰退に見舞われている。 

     経験・手本のない時代に、日本の蓄積も底をつき、行き先が見えない。 

     インフラのほころび・日本の成長を支えてきた企業の衰退 

     それでもまだ「今までに経験してきたことがない・・・・」 

     「自分が手を引けば・・・・・」の老獪言い訳の横行のほうかむり。 

   「・・・・ねばならぬ」「・・・といわざるをえない」の無責任   

 

     かつて若者に託して高度成長の急成長を遂げた日本。 

     サッカー・野球ほかスポーツに見る若者の活躍が今、それを示しているとみる。 

     若者に「やってみなはれ」と託す時がきたと。 

     また 勝手な年寄りのぶつぶつ。 

 

HP更新作業を遅まきながら初めて、やっと１１月更新ができました。 

言葉足らずのページの羅列になってしまいましたが、よくも悪くも日本・世界そして地球環境までもが、今おか

しくなっている。 日常の諸活動・動きばかりでなく、日本のインフラも点検・補修が十分できていないのか何

かおかしい。今までと違う兆候が見え始めた。 

大きな変化・混沌の時代の流れを反映してか 世の中も 次々とおかしなことが起こっている。 

いま どうすればよいのか・・・・・ 

経験・スピードそして、マニュアル・数頼み等々だけではどうしようもないと。 

今 そんな中で、自分の立ち位置は…・・と。 

◎ 更新のファイルが出来上がった11月17日の神戸新聞コラム「正平調」に 

今の国内世相をよく表しているなぁ…・・と思った掲載がありましたので転記紹介。 

 



本当に今の政治に期待する声がほとんど聞かれない。 

ふと頭によぎったのが、いま感じている政治家やマスコミに感じている違和感は 

「中央・東京」と「地方」の構図で説明できるかも…・ 「地方」は自分たちの領域ではないのかと。 

 

時折 耳にする若者の会話にも同じことを感じる時がある。  

もう今を謳歌しているだけで 思いやりも何もない。 

そんなままで、今の日本は動いているのではないか・・・ 

よく言われた前高度成長時代の企業幹部と現場の構図が 

今の日本社会にそっくりそのまま今も受け継がれ、進歩がない。 時代思考がストップのままなのか。 

今の丸投げ政治などそのものではないか・・・・・と。 

 

ぶつぶつ 何の足しにもなりませんが、元気に暮らしています。 

HP更新 頭が回らず。 集めたバラバラ資料を日寝返しつつ  

結局 多くを神戸へ新聞等のきりぬきとインターネットニュースに頼ってしまいました。 

勝手な言い草ばかりですが、どっかでふりかえってもらえれば…・。  

こっちも無責任化もしけず、お許しを 

良くも悪くも時代が変わる激動の中にいる なんとかなるさの時代感覚とはちょっとちがうなぁ・・・・・と。 

変革の時代 日本・世界そして地球環境までも・・・ 

でも 野山や田園や里のゆったりした中に身を置く心地よさ    コスモスの秋が過ぎてゆく。 

まもなく師走 また1年。 

物価の上昇等々先行きの見えぬ厳しさに度重なる線状降水帯発生の災害の激甚化等々厳しい日  々

後ろから今を考える高齢の仲間入り 老化や病気と闘う先輩や仲間の今を聞くことも増え、 

訃報に涙ぐむことも多くなりましたが、”元気に毎日を”と元気に動けることに感謝しつつ 

自らを奮い立たせています。 

  

いつも ありがとうございます。  

仲間の元気は みんなの応援歌 

   God be with You!!    &  You Raise Me Up 

お互い無理せず、今を元気に   

2023.11.17.  やっとHP月更新を終えて From Kobe   Mutsu  Nakanishi 
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【From Kobe 2023 11月】 

  収 録 1   

■ 何でもかんでも現状から目をそらし、行動せず、模様眺めの日本。  

   世界の場に出た政治家たちの姿に日本の方向は見えぬ、視点と判断のない今の日本の現状 

   世界の若者までがそれを指摘する。 世界の若者が日本で発見するリフレッシュ日本の数々。 

  井の中の蛙から、とびださねば・・・・と。 ついぶつぶつです 

 資源のない日本が今、成長が止まる中、老齢人口の急増・物価高・成長産業の衰退に見舞われている。 

経験・手本のない時代に、日本の蓄積も底をつき、行き先が見えない。 

インフラのほころび・日本の成長を支えてきた企業の衰退 

「今までに経験してきたことがない・・・・」「自分が手を引けば・・・・・」の老獪言い訳の横行。  

若者に託して高度成長の急成長を遂げた日本。 サッカー・野球ほかスポーツに見る若者の活躍に 

日本の取るべき道が垣間見える。若者に「やってみなはれ」と託す時代がきた。 

そんな思いが強い11月です  勝手なぶつぶつ 皆様にはどう見えますでしょうか…… 

                  2023.11.10. From Kobe  Mutsu Nakanishi 

 

■ 神戸新聞 11月1日朝刊 文化面「汀にて」鷲田 清一 より転記 

    < マジョリティとはだれか>  強者に追随 身を潜める者 
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■ 今月の神戸新聞コラム「正平調」2023.11.3.より転記 

便利さだけがキーワードの日本 もっと情報操作・AIの危うさに取組まねば・・・・   

 

チャットAIのあやうさや恣意的な情報のバラマキ操作等  々 高度情報化社会の闇がひそかに進行する。 

「みんなで渡れば怖くない」と乗り遅れたらだめだとの話がインターネットを通して拡散。 

どう整理すれば良いのか判らずのままにいるが、今日の神戸新聞のコラム正平調氏の話がよく解る。 

googleや旧Face Book等の横暴ぶりに規制強化が議論されているが、日本での現状は野放しに近い。 

身近にもブロワーを使っての恣意的情報・偽情報そして闇サイト等々数々のおかしな事が流布されている。 

EUではインターネット閲覧者の情報を勝手に集め、恣意的な情報を送り付けることの規制強化に舵を切った。 

日本ではすぐビジネスに乗り遅れるという論が恣意的に拡大するが、何とかならぬか・・・   

TVまでもが、肯定的な取り上げ方でルポと称してばらまきに参加と見える。  

インターネットがますます便利になって 規制のベースが定まらぬまま悪の巣窟になって、日に日に犠牲者が闇の

中に引き込まれる現状。危険予知でもよく言われる「まずフェイルセーフ安全側へ倒して」から議論することも大

事。もうそんな段階にきているとみるが・・・・。  

この膨大な偽・恣意的情報を使う操作ビジネスの拡散に目を向けなければ、 

高度通信社会の崩壊をもたらすと・・・・。 

      2023.11.4. From Kobe   Mutsu  Nakanishi 

 

 

■ 最近の新聞などを読んでいて感じること   

【理念からの原点復帰 一致点を説いて回る論客はいないのかと】 

最近の正平調氏の話を読み、今の混乱の世相に 一致点を説いて回る論客はいないのかと  

◆ 伝統を守ることの重要性と革新  今を生きるためにどうすればいいのか・・・・ 

◆ ロシアの侵略／ウクライナ & イスラエルの侵略／パレスチナ それぞれ言い分がある. 

両方がテーブルにつく一致点はどこにあるのか… 

我々だって、日頃耳にするのは西側の情報ばかり… これが正義といえるのか・・・・   

日本政治だって 数頼み・仲間頼みのその場対応・丸投げ政治 これて良いのか… 

基本を忘れ、即物的な対応ばかりでは、永遠に一致点は見つからぬ。 

原点に戻ってというが、緒方貞子さんの言葉が心に響く 

「守らねばならぬ命」 いま こんなことを言うと叱られるかもしれないが、これが原点回帰の基本か・・・ 

話のすれ違い等々は 周りでもいつもこんな事が起っている。  

何を大切にせねばならないのか‥‥疑心暗鬼ではいつまでたっても言葉遊びの域と。 

今必要な一致点を説いて回る論客はいないのかと‥‥ 

     2023.11.1. from Kobe   Mutsu Nakanishi 



■ 2023.10.25. 神戸新聞「正平調」より転記 

きょうもまた、世界の何処かで「愛国の華」が散っているのかもしれない 

  
■ 2023.10.18.神戸新聞「正平調」より転記 

人口減少が止めがたい今 趣旨をそこなわぬよう、できる形を模索してもよいのではないか。 

で祭りのバトン代々つないできた先人たちも、なくなるよりそちらの方を望むはずだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



    

収録2   文珍さんの落語的見聞録 「時間をかける旅が一番 リッチ」 

   東海道新幹線は10月末でワゴンでの車内販売をやめるという。  

スピード・効率ばかりを追求してきた日本の昨今 コロナも収まって旅行ブームという今、 

かつての旅を思い出して、旅にでたいなぁ・・・ あそこもここもと。 

   でも 今 旅の形も眺める景色も随分 変わったのだろうなぁ…… 

   文珍さんの落語「さる後家」よく知らず。落語「さる後家」の中に、こんな会話があったかなぁ…と。 

   秋の夜長 ゆっくりくつろぎながら 今一度 落語に耳を傾けるのもよし。 

                              2023.10．20. Mutsu Nakanishi 
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阪神優勝おめでとう!!  若者たちの躍動に元気をもらう 
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日本シリーズに寄せて これぞ野球 そして関西人と 

神戸新聞コラム 正平調より  2023.11.7.   Mutsu Nakanishi 

◎2023.10.28. 日本シリーズ開幕の日の神戸新聞コラム「正平調」 

優勝パレードで日本一の横断幕を掲げているのはどっち?  どちらであっても大歓迎。  

神戸新聞発言欄に掲載された８１歳の男性の投書に「子どもの頃からの阪神ファンだが、オリックスが勝って

も『まあ、いいか』という気持ちだ」という８１歳男性の投書が載っていた。  

逆のパターンも含め、これがおおよそのファン心理と思いたい。 

 

今回ばかりは関西はみんな同じ気持やなぁ… ふむ ふむ ふむと。 

それにしても今年の日本シリーズ 甲子園の阪神の大応援団。すごすぎた… 

また、もう忘れかけていた阪神村山実さん そしてバッキー の名が出てきて、どっちも懐かしいなぁ…・と。 

◎2023.11.6. 阪神が日本シリーズ 優勝を決めた後の11.10.の神戸新聞朝刊コラム「正平調」 

 遠くスタンドに向けて 放物線を描く打球は本当に美しい。 

いろんな人の思いを乗せたボールが9回、高々と舞い上がる。これぞ野球 

 

日本シリース第7戦 9回裏 大量リードされたオリックスの攻撃 

いろんな人の思いを乗せたボールが9回、高々と舞い上がる。 

一つは オリックス 頓宮のホームランの打球が舞い上がり そして最終打者杉本 のレフトへの打球が 

阪神 ノイジーのグラブに収まった。目にはグラブに収まる打球の残像が残る。 あぁ終わったと。 

阪神 優勝おめでとう  満身創痍の中で戦ったオリックス よく頑張った。 関西にうれしい秋 

今回の日本シリーズもまた、若者たちが躍動 今の日本に必要なのはこの若者のパワーだとつくづく。 

2023.11.10.From Kobe  Mutsu Nakanishi 

 


